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(要約) 
 土用は夏だけでなく、四季それぞれにある。現在それを認識しているのは、特定の業者

に限られていると言ってもよいのではないか。本研究は、土用のなりたちを明らかにし、

日本各地の土用の風習を列挙し、その中でも特に土用丑の日に行われる「丑湯」と「丑湯

祭り」について地域ごとの実態を把握するとともにその将来的な観光商品化の可能性につ

いて観光資源評価の面からの考察を試みたものである。 
 各地の行事はその起源をたどれば観光学というよりは民俗学的な範疇に含まれるもので

あるが、少なくとも民俗学においては土用丑の日の「丑湯」と「丑湯祭り」について総合

的に解明されたものはなく、各種辞典類の記述も統一性を欠くものが多かった。むしろ貴

重な資料が得られたのは国語辞典類であり、今後、年中行事などを観光学の観点から研究

する上で積極的に参考文献として活用しなければならないと考える。 
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1.はじめに： 
土用といえば反射的に丑の日のウナギ、という言葉が出るほど「土用丑の日のウナギ」

は人口に膾炙しているといえる。講談社の JAPAN An Illustrated Encyclopedia(英文日本

大事典)にも、” it is the 18 days before the beginning of autumn( risshu) that are most 

commonly referred to by this term. One such custom still widely practiced in Japan is 
the eating of eel for its high protein content on the day traditionally held to be the 
hottest. “ として紹介され1、B. H. Chamberlain も Things Japanese(日本事物誌)の中

で、”Eels are eaten on any day of the Bull( Doyo no Ushi) that may occur during this 
period of greatest heat.”と説明しているほどである2。 
 ところで、JAPAN An Illustrated Encyclopedia(英文日本大事典)は上記の前段で” there 

are many Japanese customs that call for particular attention to be paid to one’s health 
at this time.”と述べ、Things Japanese も” The Doyo no Iri, or ‘ First of the Dog-days’ 
and the Doyo-Saburo, or ‘ Third Dog-day’ are kept by the eating of peculiar cakes.”とし



て、ともにウナギ以外の習慣があることを示している。 
 本稿では、まず土用および土用丑の日の各地の風習についての知見の整理を行い、その

上で、「丑湯」・「丑湯祭り」という風習、もしくはイベントに観光資源評価を加えてみるこ

ととしたい。 

 
2.土用に関する知見の整理： 
 日本国語大辞典によれば、陰陽五行説から出たもので3、暦にあてはめれば、一年を 360

日とし、積極的性質(陽)の春夏を木火に充て、消極的性質(陰)の秋冬を金水に充てる。す

ると土が余ってしまうので四季各々90 日あるうちの終わりの五分の一ずつを土に充てた

もの。すなわち年 4回あるわけで、春は清明、夏は小暑、秋は寒露、冬は小寒の後、各 13

日目に土用入りとなり、18日で土用が明けて新しい季節が始まる。なお、土用は土旺の訛

であるという4。 

 「この期間は土気旺にして、地気の一変する時なりといひ、一切土を犯すことを忌むと

称せらる。(土忌参照)」5とあって、「増鏡第十四 春の別れ」が引用されている。 
 「月日ほどなく移り行きて、嘉暦元年(筆者注：1326)になりぬ。三月のはじめつかたよ

り、東宮邦良例ならずおはしまして、日日に重らせたまふ。さまざまの御修法どもはじめ、

御祈り、なにやかやと、伊勢にも御使奉らせたまへど、かひなくて、三月二十日つひにい

とあさましくならせたまひぬ。(中略)さてあるべきならねば、常の行啓のさまにて、先帝後

二条のおはしましし北白河殿へぞ入れ奉らせたまひぬる。土用のほどにて、暫しかしこに

おはしますさへいと悲し6。」注にあるように、おりあしく土用で犯土の忌があって御葬送

できないというのである。 
この場合は春の土用であったが、皇太子ですら葬送できないわけであるから、土に関す

る仕事、例えば農作業も休まなくてはならないことになる。それを犯せば、土用に播いた

大根や牛蒡が毒になる、などといって戒められる。では、何をするかといえば、土に関す

る以外の仕事であるが、夏の土用では暑さのためそれもなかなかできず、結局休むか栄養

補給をするか、ということになるであろう。 

年毎に干支があるように月毎、日毎にも干支がある。(例えば 2010年 11月 1日は庚
かのえ

寅
とら

の

年、丙
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の月、乙
きのと

卯
う

の日となる。)これについては、干支カレンダー7が詳しい。これに

よると、2010年の夏の土用は 7月 20日から 8月 6日まで、土用丑の日は 7月 26日(丁
ひのと

丑
うし

)

である。(ちなみに 2009年の夏の土用は 7月 19日から 8月 6日までで、丑の日は 7月 19

日乙
きのと

丑
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と 31日丁
ひのと
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の 2回あった。2回目の土用丑の日を二の丑と呼ぶ。) 

 
3.土用の風習に関する知見の整理：以下に土用とは夏の土用をさす。他の季節における風

習は前述の春の土用の一例と後述の冬の土用の一例を除けば今回の研究では発見できなか

ったからである。 
風習という観点から国立国会図書館(人文総合情報室)にある 10 冊の民俗学辞典、年中行



事辞典類による検索を行ったが、聞き取りもしくは調査が古すぎて現在では廃れているも

のもあり、また、由来については十分な考察が加えられていないため記述が曖昧なものが

多くみられ、少なくとも本研究の参考資料としては適性に欠けるものが多かった。それを

補うため、同室にある各地の県別大百科事典類を検索してみたが、編集者が民俗学に興味

を示さぬためか、「土用」の立項すらないものが多く、16 冊しか参考文献とすることがで

きなかった。従って日本全国を網羅したとはとても言えないが、少なくとも地方によりか

なりのばらつきがあることは認められた。(以下、地名のあるものは各地県別大百科事典掲

載であることを示す) 

 
 (1)食物に関する風習 
①土用の丑の日に特定される食物(ウナギは除く)：  
＊夏負けしないために水神に関係する「う」の字のついた、梅干し・うどんを食べる8。 
＊瓜・牛肉9。 
＊夏瘦せ予防にソバ・ソウメンなど長いもの10。 
＊土用の餅・土用のハラワタ餅・土用のネツギ餅と称する餅(アンコロ餅・ヨモギ餅な

どの場合もある)を食うと力がつく11。 
＊土用餅を食べたり、シジミ・卵・牛肉などを食べて夏ばてを防ぐことは一般的12。 
＊あんころ餅、油揚げ(徳島県)。 
＊うどん、ウのつくもの(愛媛県越智郡伯方町北浦)。 
＊「う」のつくものなら何でも(大分県、滋賀県)。 
＊いろいろな獣肉、魚肉(静岡県)。 
＊小豆を入れた土用粥(静岡県庵原郡富士川町、熱海、静岡市：有東木では粥の中に百

合の根を入れたものを。天竜、磐田市)。 
＊山百合の根を入れた餅、ハラワタになるという(静岡県中伊豆町、天城湯ヶ島町)。 
＊土用餅(静岡県芝川、富士川町)。 
＊ボタ餅(静岡市)。 
＊土用もち・土用シジミ・土用卵(茨城県)。 

 
②丑の日以外でも土用に特定される食物： 
＊土用蜆：夏の土用中の蜆。俗に身体の栄養を助くること平日にまさるとて、特にこ

れを食ふ13。(静岡県) 
＊土用牡丹餅：昔、夏の土用入の日に作りて食したる牡丹餅。土用餅と同じ目的に出

づ14。 (静岡県)、(滋賀県湖西地方：ハラワタモチ)、(山口県：ハラワタ餅と称する) 
＊土用餅：江戸時代に、疫病を免れ得とて、夏の土用入の日に搗きて食せし砂糖餅(砂
糖を加へて搗きたる餅。焼けば膨張して、歯あたり軽く、美味なり)15。(群馬県太田・

館林・みなかみ町藤原)。B. H. Chamberlain も土用に餅を食べることを記している16。 



＊こおり餅、ゴビナ、ニラ、ニンニク(福岡県)。 
＊豆・餅・米などを炒ったもの(静岡県御殿場地方)。 
＊カニ・ドジョウ・トーベの虫(静岡県伊東市の一部)。 
＊山鳥(静岡県芝川町)。 
＊小さな山椒魚(静岡県富士宮市山間部)。 

 
(2)食物以外の土用に関する風習： 
①いわゆる健康法、疫病除け、信仰もしくは信心に関係ありと推定される風習。 
＊土用灸：「夏の土用にすえる灸。特にききめがあるという」17 (徳島県、山口県の禅宗

寺院、群馬県、愛媛県大三島町)。土用艾ともいう。特に土用の丑の日に日蓮宗   

の寺院で炮烙
ほうろく

灸
きゅう

ということを行う例があるが、これは炮烙に艾を入れ、点火して頭上に

のせ、頭痛・逆上のまじないの祈祷を行うものである18。 
＊アジサイを便所や玄関以外の入口に吊るし、ハヤリ病除けとする19。玄関に吊るすと

雷よけ・小遣いに不自由しない(石川県)20。未明に紫陽花を採りて室内にかけおく、疫を

祓うという21。 
＊胡瓜封じ：胡瓜封事とも。(愛媛県内各地。真言密教による加持祈祷のひとつ。夏の土

用のころ、寺に胡瓜を持参し、これに経文を書き、祈祷し、悪病を封じ込める。東予市

の栴檀
せんだん

寺では、土用丑の日、胡瓜に氏名、病名をしるしたお札を添え、祈祷をした後、

本堂裏の穴に埋め、病気を封じ込める。) 
＊胡瓜布施(胡瓜加持)：病気を持っている人が胡瓜に自分の名前と年齢を書いて寺に持

参し、加持をしてもらう。それを持ち帰り、畑の隅などへ埋めておく。胡瓜が腐ってし

まうと病気が良くなるとの言い伝え。(香川県・真言宗の寺院など)。 

＊瓜封じ：福岡県筑紫野市、天台宗武蔵
ぶ ぞ う

寺。土用丑の日、参拝者が瓜をいただき、梵字

が印された祈願用の札に願い事を書いて瓜に貼る。参拝者は願い事を書いた瓜を取り囲

む大数珠をたぐりながら般若心経を唱える。和尚は瓜に記された願い事を一つ一つ読み

上げ、あらかじめ瓜につけられている一寸ほどの裂け目に、「封じ札」を挟みこむ。(中
略)祈願を終えた瓜は、本堂前に掘った穴に収められる。こうして病気や災い、悩み事を

封じ、一年間の無病息災、家内安全、商売繁盛を願う22。 
＊夏祈祷：(岡山県)。 
＊土用祈祷：神社・寺院・庵などにお籠りをして無病息災を祈る(愛媛県、なお、これ以

外に大般若経の入った唐櫃をかついで土足のまま座敷にあがり、「おはんにゃはんをお

くぐりなさいませ」と唐櫃の下をくぐる風習が越智郡にあるという。) 
＊土用念仏：大数珠を回しながら百万遍念仏を唱える。(群馬県) 

 
②薬草採取：土用に採った薬草は効き目がある、という。つまり、2.で述べたように「土

気旺にして、地気の一変する時」なので、そこに生育している薬草も薬効が増加するは



ずである、との考えからきたものか、と推定される。3.(2)①のアジサイもこれによるも

のであろうか。 

＊ゲンノショウコ (茨城県)・(大分県) 

＊ゲンノショウコ、ヨモギ (静岡県田方郡戸田村、静岡県天竜・熱海地方)、(香川県高

松市・香川郡塩江町) 

＊みこし草：ゲンノショウコ、入道草：ドクダミ（福岡県） 

＊ゲンノショウコ、センブリ (長崎県北松浦郡世知原) 

この薬草を湯に入れて入浴する風習も見られる23。 

 
(3)土用の丑の日に特定される風習：牛の祇園、丑浜、潮湯治、丑湯 
①牛の祇園：「中国地方には牛の祇園といって、牛を海に入れる民俗がある24。」これだ

けではなぜ、土用丑の日が祇園になるのか若干説明不足であるので、別資料で補足する。

「六月には祇園の牛頭天王にちなんでウシをまつることがある。山口県阿武地方では十五

日を牛の祇園と呼び、ウシを水辺に連れて行って洗ってやり、あるいは村の小社にウシを

ひいて参る。山口県の周防大島では、六月晦日を牛盆といい、この日はウシを海に泳がせ、

子供を海に出さない25。」海に出さない理由が書かれていないが、それは「牛のだにが落ち

るのを河童が食いに来るからあぶない26。」ことによる。 
②丑浜：丑浜：「遠江地方にて、土用の丑の日に海水に浴すること。夏負けを防ぐためと

いふ27。」「静岡県浜松周辺では海岸に出て海水を浴び、浜垢離をとって夏負けを防ぐ行事

28。」「土用丑の日に海水を浴びると病気よけになるともいい、これを丑浜と称して静岡県・

徳島県の海岸部などでそれが見られ、一種の海水浴のようなことがなされていた29。」 
③潮湯治：一般的な潮湯治とは別に、特に土用の丑の日の潮湯治を掲げる。 
a 文献上 古の記録30としては、渡邊勝之助著「柏崎日記」の天保 13(1842)年 6 月の項

に「廿四日 大暑休日故土用見舞に出て晝頃までに歸る。今日丑の日故鹽湯治と申て老若

の男女皆濱へ参り候。」とある31。この他、 
b 昭和 7 年初春のアチックミューゼアムによるアンケートの回答にある新潟県高田市の

例では、当時の状況が詳細に表現されている。 
「『丑の日というと、駅では臨時列車を何回も増設して、高田市や、その近郷近在の乗客

を満載して直江津付近の海へ運びます。その日の直江津海岸は、一杯の人出に、俄作り

の葦簾張の茶屋、テント張りの茶屋が汀の浜に櫛比して人を呼んでいます。蓄音機が鳴

っており、貸ボートや貸浮袋や、随分大きなテントを張って鉄道局が麦湯の無料接待を

やるやらで、ごちゃごちゃしています。』 
『この浜の茶屋では、どの家でも風呂桶を据えて、海水で「潮湯」をたてて客にすすめ

ています。』 
『この日に海へ入る人の年齢や性別に制限は無く、老若男女全体です。』 
『「丑の日に往こう」などと言えば、「海へ」という言葉を省略してもすべて海へゆくこ



とで通用していますが、古い人はまま「丑の日にショウトウヂにゆく」というのを聞き

ます。耳では「ショートーヂ」と聞きますが「潮湯治」と書くのかと思います。(中略)
同じ意味で「海湯治」と言っている者もありました。』 
『この日は未明から海へ入る者も多くあります。高田でも職人やその徒弟達の、日々に

稼業の忙しい人達など、その日は自転車で暗い内に一と走り海水に浸って来るという風

で、着茣蓙に菅笠・草鞋の村の人の群が、早朝の高田の街を通り過ぎて海へ歩いてゆく

のを見かけます。朝早く海へ入ることが一番身体には薬だと信じられています。』 
『高田市では、土用の丑だといって鰻を食うことは、近近二十年来の風俗だと私などは

思います。(中略)第一、土地で鰻は捕れませんし、従って高価で、土地一流の料理屋で

一軒きり売るだけで、普通の家庭の人は口にしがたい訳です。(中略)土用の丑の日に海

へ入ることは古い習俗と考えます。』32」さらに、 
c『また,この日は「山から薬水が流れてくる」という伝承があり,川で水浴びをしたり海

へいって泳いだりする風習がありました。湯治というのは温泉に入って療養するという

意味がありますが,海に入る「潮湯治」には,潮垢離としての精進潔斎の意味があったよ

うです。かっては新潟の浜にも潮湯治の人が集まり,丑の日の前夜は賑やかだったといい

ます。沼垂の人も信濃川を越えて浜まで歩きました。暗い町の中,海まで人の列が統き,

その期間は浜茶屋も夜間営業をして,浜辺には明かりと暖をとるためのたき火がたかれ

ました。昼には,農耕馬や農耕牛も潮湯治をさせたということです33。』あるいは、 

d『土用の丑の日は皆で浜*へ潮湯治(海水浴)に行った。一晩中、遊ぶ人の下駄の音がカ

ラカラと鳴っていた。この日は、子供たちもおおっぴらに夜間水泳が出来た34。』(*筆者

注 新潟市寄居浜) また、 

e『この日、人や牛馬が海水浴をすると病気にかからないといった。朝早く朝日村方面か

ら、馬に乗った若者が蹄（ひずめ）の音をさせて通り、大勢の手拭をかぶった年寄りや

子供を乗せた牛車や馬車が、炎天下を列をなして次々と瀬波の海へ来た。埃の立つ道路

には、牛のよだれの跡が幾筋も続いて残った。 

 瀬波の海は砂浜が広がり、馬で海に乗り入れたり、海水にひたったりする人で蒸気茶

屋のあたりはいっぱいの人と牛馬で賑わった。午後また次々と陽の中を帰っていった

35。』 

こうした古くからの風習があるにもかかわらず、新潟県は内務省衛生局には完全に無視

されていたか、知られていなかったようで、「海水浴説」中の次の記述は特に興味深い。 
「新潟等ノ如キ地ニ於テハ小海水浴場ヲ開設シテ土人ノ用ニ供シ以テ他ノ浴場ニ就クノ

労ヲ除クヘシ36」 
丑浜や潮湯治という名称ではないが、兵庫県の一部では土用の丑の日の「尻つけ」とい

う行事がある。尻が腐らない、もしくは痔にならないといって海に行って盛んに泳ぐ37。

兵庫県飾磨郡もしくは高砂市の行事であったようであるが、 



『土用の丑の日は海水につかると体が丈夫になるといわれていて夜通し休憩所が開いて

おり、38』加古川流域の農民までが来訪したようである。 

 
④丑湯：「土用丑の日に風呂に入ること。病気をしないまじないとされる。はつうし。岡

山県苫田郡の方言39」とあり、初丑の項には、「夏の土用の 初の丑の日。この日鰻を食い、

牛を川で洗い、また丑湯といって湯に浴する風習がある。」同じ「初丑」の解説でも「湯に

カワショウブとカサネカズラ*を入れて浴すると、一年中疾病をせぬという地方が岡山県川

上郡にある40。」(*筆者注 サネカズラの誤記)というものもある。 

これだけでは単に岡山県の一地方の風習のように思われがちであるが、実は全国各地に

みられる風習である。民俗学の辞典類によれば次のようになっている。 

「この日(土用丑の日)の湯を丑湯と呼ぶ地もあり、湯治に行くとか、滝に打たれるとか、

または海岸に出て潮を浴びると病を防ぐという地が多い。香川県ではトオノシオと称し、

牛を海浜で遊ばせ、潮を汲んで帰って風呂に入れて浴すると夏瘦せしないという41。」また、

「川菖蒲・サネカズラをいれた湯に入る42」としたものもある。 
「土用」の項目が立てられている各県の百科事典によれば、 
単に風呂に入浴：秋田県河辺郡、群馬県太田市藪塚本町三島 
海水風呂に入浴：香川県観音寺市 
薬草を入れた湯で入浴：静岡県田方郡戸田村(ヨモギ)、岡山県県南(ショウブ・ドクダミ・

タカラコウ・ヨモギなど) 
温泉に入浴：青森県、岡山県県北、福岡県筑紫野市、大分県43などとなっている。 

温泉に関しては、鉄道省発行の「温泉案内」の概説には次のような記述がある。『これら

の温泉を健康上に利用しているものは、現今に於いても都会人よりも寧ろ地方の農業者に

多い。彼等は比較的農事の多忙でない春期が来ると単に病気を治すばかりでなく、心身の

休養を計る為に湯治に出かけるのである。(中略) また彼らの間には土用の丑の日に温泉

に入ると、その年中の病気を免れるといふやうな迷信があって、その頃になると各温泉地

は非常に雑踏を極めるのである44。』本文中で特に記述があるのは岩手県・湯本温泉、岡山

県・湯郷温泉、香川県・塩ノ江温泉である。 
また、別の資料には、次のような記述もある。「各地の温泉では、丑湯と称して、この日

特に入湯客が多い。この風は北海道から九州に及んでおり、この日に温泉神社の祭礼を行

う例も多い。熊本県日奈久温泉のオキンジョ替えの祭も、群馬県草津温泉の温泉祭も丑の

日の行事が観光祭に発展した一例である45。」 
これによれば、温泉には温泉神社がつきもののようだが、神社でなく寺のところもあり、

正確とは言えない。温泉神社の祭礼については、和歌森太郎が次のような解説をしている。 
「温泉には薬効を保障する薬師神社という名の社祠が、各所でみかけられる。その薬師

さまの祭りを、土用の丑の日に催すところもある46。」これも神社だけとしており、実態と

は乖離したもので、若干説明不足である。前出の鉄道省の温泉案内は、全国 594 の温泉に



ついて紹介しているものであるが、薬師如来のお告げで発見された、もしくは薬師如来に

何らかのかかわりのある温泉を 18 箇所あげている。山形県・赤湯温泉47、新潟県・笹倉温

泉48・村杉温泉49・栃尾又温泉50、群馬県・湯宿温泉51、石川県・山中温泉52、静岡県・吉

奈温泉53、岐阜県・下呂温泉54・鬼岩温泉55、三重県・湯ノ山温泉56、滋賀県・雄琴温泉57、

兵庫県・有馬温泉58、鳥取県・吉岡温泉59・三朝温泉60・関金温泉61、山口県・湯田温泉62、

熊本県・杖立温泉63、大分県・柴石温泉64がそれである。そのうち６箇所が神社でなく寺で

ある。 
 和歌森が薬師様の祭り、としているものが後述のように各地で行われている「丑湯祭り」

である。なぜ薬師如来と牛が結びつくのか、の解明がされている民俗学辞典類は見当たら

ないが、上記 3.(3)①の牛の祇園で牛頭天王のことが書かれていることに関連して、薬師如

来の化身が牛頭天王である、としている説もある65。 
 兵庫県では次のような信仰があるという。 
「牛の守護神としては、大日如来の信仰が顕著である。但馬牛の中心地である美方郡美方

町では地区の各所に大日さんの祠がある。（中略）三原郡緑町倭文長田では、神主が天王さ

んの神札(八坂神社と書いてある)を配ってくる。天王さんは大日さんで、牛の神様だと伝

えている。66」すなわち、ここでは大日如来の化身が牛頭天王となっている。後述 5.(1)に
見られるように薬師如来が大日如来と同一視され、牛の神様と考えられるようになったの

ではないか。埼玉県行田市の遍照院は藤原秀衡が守り本尊である行基の彫刻した薬師如来

像を牛車に載せて運んでいたところ、当地で牛が死んだため、仏縁の地として創建された

寺院だという67。薬師如来はともかく、牛までが信仰の対象になっていることについては、

大宰府天満宮の牛の像が賓頭蘆さんのように悪い所を直す、としてさすられ続けているこ

ととも関連があるのではなかろうか。 
また、丑湯は丑の日、丑の刻に入浴するのがよい、として温泉宿が浴客を真夜中に起こ

したところもあったようである。現在では青森県酸ケ湯温泉のみがその形をのこしている

ようであるが、伝説にその原型が認められるものがある。青森県大鰐温泉には円智上人が

この地で病になり、大日如来に祈願をしたところ、満願の夜の夢に童子が現れ、土用の丑

の日丑の刻(午前 2 時)に温泉に浴せば治ると告げたという伝説がある68。群馬県でも行われ

ていたようで、野口雨情の随筆に次のような一文がある。 
「四万温泉の一夜」 
 四万は渓谷の中のさびしい温泉場であるが、相当な設備の温泉旅館が数軒ある。私は田

村旅館の三階から四万の全景を一眸の下に眺めてみた。吾妻川の支流は狭い谷川となつて

旅館の前を流れてゐる。小さいながら川上には、小倉の滝、大泉の滝、日南見の滝等の名

所がある。 
 夕霧は山をめぐつて、いつしか日は霧の中に暮れてしまつた。 
 丁度、その夜の丑満《うしみつ》頃である。やみをつんざいてけたたましいときの声が

聞えた。ハテナと思ふ瞬間に、階上階下の廊側《らうがは》に右往左往するおびただしい



足音も聞えて来た。私は『山賊の襲来』と直感して、すぐはね起きたのである。 
「四万温泉の丑の刻」 
 丑満ごろに、闇をつんざいて聞えた鬨《とき》の声、ただならぬ廊側の足音、てつきり

『山賊襲来』と思つたのは、丑の刻を知らせる田村旅館の番頭達の怒鳴り声であつた。(中
略) 丁度この日は土用の丑の日である。丑の日の丑の刻に温泉に浸ると万病に特効がある

といふしきたりから浴客に時刻を知らせたのである。親切な番頭さん達だ (後略)69。 
  また、この他、土用丑の日は 7 回半入浴すると効き目があるといった風習が別府にあ

ったようである70。 

 
4.土用の風習の商品化： 

上記 2.および 3.で土用および土用の風習についての知見の整理を行ったが、次に土用の

風習を商品化した例を取り上げてみたい。 

①ウナギ：上記 3.①で取り上げなかったウナギは土用の風習が商品化されたうちで も

代表的なものであろう。18世紀末から今日まで継続していることからも、仕掛け人と言わ

れる平賀源内(享保 13・1728年～安永 8・1780年)の功績は大と言ってよい。 

しかしながら、宣伝効果が効きすぎてウナギは夏の土用に限定されるのが通念であった。

近はこうした固定観念を打破し、冬の土用にもウナギを食べよう、というキャンペーン

を実施している地方もある。長野県岡谷市、あるいは静岡県三島市71などで、岡谷市のご

ときは、岡谷商工会議所が「寒の土用の丑の日」を商標登録しているほどである72。冬に

ウナギを扱うスーパーもあり、寒土用に特化してウナギを販売しているところもある73。 

販路を夏だけに留めず、他の季節にも拡大しようというこの試みは産地・販売店からで

なく、醤油・蒲焼のタレメーカーから始まったようである74。蒲焼店の販促用に作った「春

の土用丑の日」のポスターに触発された日本鰻輸入組合は春夏秋冬にウナギを、としてつ

ぎのような文句を入れたポスターを製作している。冬の土用「寒さに負けない食の知恵」・

春の土用「季節のかわりめ、元気に過ごす食の知恵」・秋の土用「まずは食から健康づくり」

75。 

 ②丑紅：ところで、冬の土用丑の日にもウナギを、と新たなキャンペーンを展開するま

でもなく、冬の土用丑の日がキャッチフレーズになっている商品は昔から存在していたの

である。丑紅というものがそれである。歳時記では冬の季語となっているようであるが、

昔は夏にも丑紅があったようで、「夏は土用の丑の日、冬は寒の丑の日に売る紅。口中のあ

れを防ぎ、又は小供の疱瘡・便秘などに奇効ありとて貴ぶ。古は購客に、土製の牛の玩具

を呈する習なりき76。」という記述もある。 
現在でも「寒中丑紅」として販売し、牛の置物を配る紅屋「伊勢半本店」がある77。牛

の置物については、これを赤い布団に乗せて神棚に供えれば一年中着物には困らないなど

という説78があったことを紹介しつつ顧客に配っており、昔からの商売上の販促品と考え

られる。大正 2 年報知新聞には写真入りで次のような記事がある。 



「丑紅(八日丑の日) 
寒中の丑の日は丑紅とて古来今戸焼の牛を景物に附けて各小間物屋で出す例である此牛

を世俗開運の牛と云ふ併し紅は今は殆ど廃れたので日本全國中紅花を耕す者は今では全く

無くなって今ある紅は皆支那産相場は一圓に十五匁位である79。」これによると、丑紅は寒

のものということになっており、大正初年で夏の紅についての認識は既にないようである。 
紅は通常猪口を伏せて容器としているが、牛の内側が空洞になっており、そこに紅を入

れていたものもある。大阪府立中之島図書館人魚洞文庫データベースに 2 例掲載されてい

るのが見える80。これだとまさに丑紅ということができるはずだが、これも長年の間に忘

れ去られたのかもしれない。 
 夏の丑紅については鹿児島県に白紅と称する家庭常備薬があり、夏の時期には「土用丑

紅」として販売しているが、改修言泉で寒紅と対比されている夏の紅とは趣が異なるもの

である。ホームページによれば、昔は赤いものも製造していたとのことであるので、夏の

紅の名残を留めるものとして取り上げることとする81。 

 
5.土用の風習の観光商品化 
 上記 3.（3）④で「丑の日の行事が観光祭に発展した例」が挙げられていたが、「丑湯」

および「丑湯祭り」は次に示すように、昔も今も日本各地で行われているものである82。 
（1）全国の丑湯・丑湯祭り 

北海道： 

①小金湯温泉『夏の土用の丑の日には、停留所にあふれた湯治客をさばくために、駅員が

臨時で駆り出されたというエピソードも残っている。祭りなし。(札幌市)過去の歴史の記

述のみで現在の状況は不明83。 

②熊の湯温泉『毎年夏の土用の丑の日には湯祭りが開催され、近くには露店が並び、冷た

いトコロテンが飛ぶように売れたそうです。』(亀田郡七飯町)昭和 16年廃業84。 

青森県： 

①大鰐温泉「丑湯まつり」 温泉祈祷式(土用丑の日に大日如来85を背に乗せた牛の像を温

泉に入れる。)消防団玉落とし競技会、フリーマーケット、大円寺宵宮などを含めた大鰐温

泉サマーフェスティバルの一部になっている。(大鰐町)86  

②嶽温泉「丑湯まつり」 神事、ライブ、丑湯カップ温泉スリッパ大会、湯花流し体験、

盆踊りなど。(弘前市)87 

③黒石温湯温泉「丑湯まつり」前夜祭：民謡・歌謡ショー。本祭：ご神体の牛の木像を乗

せた神輿を薬師寺から温湯温泉浴場まで運行、ご神体の入湯式、こけし灯篭モデル展示、

踊りやカラオケ。(黒石市)88 

④酸ヶ湯温泉「丑湯祭り」 毎年、土用の丑の日の丑三つ時(午前 2時)に行われる。(青森

市)89  
⑤薬研温泉「丑湯まつり」 薬師堂大祭に併せて実施。薬師堂に安置した牛のご神体を夜



6時から 8時ごろにかけて薬研温泉の各旅館を巡り、読経の中で、それぞれ入湯させる。(む

つ市)90 

⑥浅虫温泉「丑湯祭事」 土用丑の日、町内会主催による神事、牛の木像を温泉で洗う。

2009年から道の駅「ゆ～さ浅虫」が空籤なしの大抽選会を実施。(青森市)91 

⑦ときわ温泉「丑湯まつり」「ときわ夏祭り＆丑湯まつり」として開催。バンドのライブあ

り。(藤崎町常盤)92 

⑧湯の沢温泉郷 なりや温泉夏祭り・「丑湯祭り」(平川市碇ヶ関)932010年開催記事未見。 

⑨丑湯ウォーキング(青森市浪岡 国民保養センター 花岡荘)942010年開催記事未見。 

⑩湯段温泉郷「丑湯まつり」(弘前市)上記②と共催95 

⑪十和田湖温泉郷「うしの湯祭り」 ゆるりら湯めぐりや、クワガタ探検隊、クラフト工

房、奥入瀬ハイキングなど盛りだくさんのイベント。(十和田市)96 

岩手県： 

①湯本温泉「丑湯治」(和賀郡西和賀町)97 

山形県： 

①湯田川温泉「丑湯治」(鶴岡市)、七月土用丑の日、由豆佐賣神社 温泉清浄祭98  

福島県： 

①熱塩温泉「土用丑の日の丑の刻」地中で大蛇の霊が騒ぎ出し、温泉の色が濁る。しかし、

これには特別の効能があると言い伝えられ、明治から大正にかけてはこの時間に合わせ、

多くの入浴客でにぎわった。(喜多方市)99現在未見。 

新潟県： 

①湯田上温泉「丑湯」(南蒲原郡田上町)100 

石川県： 

①山中温泉「丑湯」(加賀市)101現在は行われていない。 

②山代温泉「丑湯祭」(加賀市)102観光協会の H/P 内「やましろ街辞典」および 2006 年 8

月 9日の「大寿苑」のブログに掲載されているが、実際には行われていない。また、復活

の予定もないとのことである。 

福井県： 

①あわら温泉「丑湯」(あわら市)103 現在は行われていない。薬師神社の祭礼は 4月 29日、

湯かけ祭りは 8月上旬となっている。 

群馬県： 

①草津温泉「丑湯祭り」(現「草津温泉感謝祭」) 3 日間にわたり開催。「源泉お汲み上げ

の儀」、「分湯の儀」、「献湯の儀」などの神事の他、NHK公開録音ふれあい歌謡ステージ、「噴

火太鼓」、「草津踊り」、マーチングバンド演奏など。（草津町）104 

兵庫県： 

①旧城崎郡竹野町三原「丑湯」 土用の丑の日にしょうぶ、ひきおこし(注：エンメイソウ)、

たからだの青葉を 8升鍋で煎じて風呂に入れる。(現豊岡市)105 



岡山県： 

①湯郷温泉「湯郷丑湯祭り」 テント村屋台食べ歩き、湯郷音頭総踊り、吹奏楽、バンド

演奏。(美作市)106 

②英田郡西粟倉村「丑湯」伝統行事として107。 

福岡県： 

①二日市温泉「丑湯まつり」2010年で 24回目。御前湯 2階広間で日舞、カラオケ大会、

お楽しみ抽選会など。(筑紫野市)108 

②原鶴温泉「うし湯まつり」(朝倉市)109 

熊本県： 

①日奈久温泉「丑の湯祭り」前夜祭：壱番丑男(参道大鳥居から温泉神社境内までの競争)、

丑の湯・太鼓フェスティバル、ひょっとこ踊り、大抽選会、チャリティードリームくじ。

本祭：神事、神輿行列、丑の湯大綱引、大抽選会、入浴無料開放(八代市)110 

②湯の鶴温泉「丑湯祭り」ウナギのつかみどりなど。（水俣市）111 

 
以上 28 例のうち 11 例が青森県のものであることは特筆すべきことであると思われるが、

青森県百科事典にはさらに次のような記載がある。「八戸の丑湯は鮫の蕪島温泉、金吹沢の

鉱泉などがにぎわい、下北地方では恐山や薬研に丑湯治に出かけた。」薬研は青森県⑤と重

複するから、あと 3 箇所は存在していたことになる112。 

 
（2）丑湯・丑湯祭りの観光商品化の可能性を探る 
①観光資源は誰が評価するものか：丑湯祭りの内容を見る限りでは前夜祭と本祭がある

黒石温湯温泉と日奈久温泉、3 日間開催の草津温泉を除けば夏祭りと併せた地元の祭りと

いう形態を取っているものが多い。せいぜい、たまたま泊りあわせた浴客が楽しめるだけ

のもので、これでは丑湯祭りを観光商品化することはかなり困難ではないか、と感じるの

は観光客を送り込もうとする側ならば当然といってよいであろう。しかし、佐竹眞一は各々

の観光地の観光資源評価は従来のような、市場側に偏重したものであってはならないとす

る113。佐竹によれば、評価は観光地の想定する市場側とその観光地の利害関係者側からな

されねばならないものであり、八方美人的なマーケティングではなく、重点市場の概念が

必要となるという。 
②丑湯・丑湯祭りの観光資源評価に関する好対照な利害関係者の考察 
 上記 5.（1）の浅虫温泉と山代温泉の利害関係者の行動は好対照をなしていて興味深い。

すなわち、浅虫温泉では従来（2008 年まで）丑湯祭りとは言いながら、祭祀だけのもので

あった。町内会が主催して行い、温泉関係者が来賓という「都会的な」丑湯祭りとの評も

あるが、これは青森県下で広く丑湯の風習があることを知らない者の評であろう。温泉関

係者が主催しないことに地元町民の利害関係者としての意識が現れているのではなかろう

か。これに 2009 年から道の駅「ゆ～さ浅虫」（恐らく津軽弁の好例として出される「どさ



（どこへ行くんですか）」・「ゆさ（お湯に行くんです）」からのネーミングだと思われる）

が加わった。同年 7 月 19 日のブログにはこうある。 
「温泉神を祀る丑湯まつり。毎年恒例だ。しかし今年はちょっと違う。例年は神事のみで

したが、今年から大々的にアピールしようということで、無料大抽選会を行なうことにし

ました。ゆ～さ浅虫も地域貢献にお手伝い114。」 
 これは今年も引き続き行われていて、本年 7 月 13 日のブログには、 
「さらに 25 日は浅虫温泉でも丑湯まつりがありバッティング 3 件！自社出張販売と連合

の事業、さらに地域振興のイベントと 3 件どれも外せないイベントが重なりましたね。ガ

ンバァ☆☆115」と書かれている。 
地域貢献、地域振興と書かれてはいるが、景品の内容は観光客の喜ぶようなものばかり

である。浅虫水族館ペアチケット、ソフトクリーム無料券、旅館の内湯 3 箇所が回れる「湯

札」、米 5 ㎏、地区限定食事券などなど。空籤なしだが、ハズレに相当するものが赤玉子

という116。 
 まだまだ小規模ではあるが、利害関係者が丑湯・丑湯祭りの観光資源評価を無意識に実

施しているように思われる。それだけ意識が高いと言うことなのだろうか。 
これに対して対照的なのが山代温泉である。平成 21 年 8 月完成の総湯に続いて平成 22

年 10 月には明治の総湯(体験型温泉博物館と銘打っている)も完成したが、観光協会関係者

によれば、かつて行われていた丑湯まつりは復活する予定がないとのことである。この場

合、利害関係者は丑湯・丑湯まつりに評価を与えていない。それとも従来のような市場側

からの評価を下しているのだろうか117。 
③丑湯・丑湯祭りの観光商品化の可能性 
日本には各地に温泉が数多く存在し、JNTO の訪日外客訪問地調査 2009 によれば、観

光客が訪日前に期待したことの第三位に「温泉」が入っている118。これを好機と捉え、丑

湯・丑湯祭りを盛んにしてみてはどうだろうか。賓頭蘆さんならぬ牛の木像を撫でて患部

を癒し、深夜丑三つ時にたたき起こされて、眠い目をこすりながらご利益のある入浴体験

をするのも一興であろう。まさにヘルス・ツーリズムと体験型観光のコラボレーションで

はないか。また、土用丑の日に入浴すれば一年間病気にかからぬ、という温泉も多い。そ

れならば翌年も、ということでリピーターを形成することが可能にならないか。たかが、

年 1 回の 7 月の土用の丑の日と侮ってはならない。（今後 10 年間に二の丑のある年は 6 回

ある。）ウナギの例を引くまでもなく、ほおずき市の四万六千日もある。装置はどの温泉で

も整っているといってよいであろう。あとは利害関係者の観光資源評価に対する意識の問

題ではなかろうか。 
 丑湯・丑湯祭りは、自分自身が健康になることを目的とし、そのご利益を授けてくれる

薬師如来(もしくは大日如来)に感謝するものであった。それを観光客と分け合って、とも

に健康であることを感謝する機会にしてはどうだろうか。 

 



6.まとめと今後の課題 
 本年 6 月に大阪観光大学で講座を受講して「温泉観光実践士」の認定を受けた。その経

験を生かし、講座のテーマとしては取り上げられなかったが昨年旧知のハーブ生産者から

販路拡張のための方策を尋ねられた際に調査を行った丑湯について、各種の資料にあたり、

取りまとめた成果が本稿である。3.でも述べたが、本研究においては国立国会図書館の人

文総合情報室にあるすべての民俗学辞典、年中行事辞典類および各地の県別大百科事典類

による検索を行った。しかしながら、「土用」に関する参考資料としては古すぎたり、説明

不十分であるものが多かった。むしろ、日本国語大辞典や昭和初期の改修言泉、大言海な

どの国語辞典類に見るべきものがあったことは、今後こうした年中行事や風習に関する調

査を行う上で、新旧の国語辞典や俳句歳時記なども参考文献として用いる必要があること

を示していると思われる。データ不足を補うため、Google を利用することによって H/P
やブログを参考資料とせざるを得なかったが、これも時間の経過とともに消滅する（した）

ものもあり、確たる参考資料とは言い切れないものがある。今後本研究をより深いものと

するためには、各地方で出版されているが中央には流通していないような年中行事辞典類

までも細かく調査する必要性を痛切に感じた。 
 風習の観光商品化については丑湯・丑湯祭りのみを取り上げたが、潮湯治についても海

水浴との関連で観光商品化を考えてもよいかと思われる。 
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